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式 次 第

開 式 8：00

原爆死没者名簿奉納 8：00

広島市長

遺族代表

式 辞 8：03

広島市議会議長

献 花 8：08

広島市長

広島市議会議長

遺族代表・こども代表

被爆者代表

来 賓

黙とう・平和の鐘 8：15

平和宣言 8：16

広島市長

放 鳩

平和への誓い 8：24

こども代表

あいさつ 8：29

内閣総理大臣

広島県知事

国際連合事務総長

ひろしま平和の歌（合唱） 8：46

閉 式 8：50

Program

Opening

DedicationoftheRegisteroftheNames
oftheFallenAtomicBombVictims

MayorofHiroshima

Representativesofthebereavedfamilies

Address
ChairpersonoftheHiroshimaCityCouncil

DedicationofFlowers
MayorofHiroshima

ChairpersonoftheHiroshimaCityCouncil
Representativesofthebereavedfamilies
andchildren
Representativesoftheatomicbombsurvivors

Distinguishedguests

SilentPrayerandPeaceBell

PeaceDeclaration
MayorofHiroshima

ReleaseofDoves

CommitmenttoPeace
Children'srepresentatives

Addresses
PrimeMinisterofJapan

GovernorofHiroshima

SecretaryGeneraloftheUnitedNations

HiroshimaPeaceSong(chorus)

Closing
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平 和 宣 言

73年前、今日と同じ月曜日の朝。広島には真夏の太陽が照りつけ、いつも通りの

一日が始まろうとしていました。皆さん、あなたや大切な家族がそこにいたらと

想像しながら聞いてください。 8時15分、目もくらむ一瞬の閃光。摂氏100万度を

超える火の球からの強烈な放射線と熱線、そして猛烈な爆風。立ち昇ったきのこ雲

の下で何の罪もない多くの命が奪われ、街は破壊し尽くされました。「熱いよう！痛

いよう！」潰れた家の下から母親に助けを求め叫ぶ子どもの声。「水を、水を下さ
つぶ

い！」息絶え絶えの呻き声、唸り声。人が焦げる臭気の中、赤い肉をむき出しにし
うめ うな

て亡霊のごとくさまよう人々。随所で降った黒い雨。脳裏に焼きついた地獄絵図と

放射線障害は、生き延びた被爆者の心身をみ続け、今なお苦悩の根源となってい
むしば

ます。

世界にいまだ 1万 4千発を超える核兵器がある中、意図的であれ偶発的であれ、

核兵器が炸裂したあの日の広島の姿を再現させ、人々を苦難に陥れる可能性が
さくれつ

高まっています。

被爆者の訴えは、核兵器の恐ろしさを熟知し、それを手にしたいという誘惑を断ち

切るための警鐘です。年々被爆者の数が減少する中、その声に耳を傾けることが一

層重要になっています。20歳だった被爆者は「核兵器が使われたなら、生あるもの

全て死滅し、美しい地球は廃墟と化すでしょう。世界の指導者は被爆地に集い、そ

の惨状に触れ、核兵器廃絶に向かう道筋だけでもつけてもらいたい。核廃絶ができ

るような万物の霊長たる人間であってほしい。」と訴え、命を大切にし、地球の

破局を避けるため、為政者に対し「理性」と洞察力を持って核兵器廃絶に向かうよ

う求めています。

昨年、核兵器禁止条約の成立に貢献したICANがノーベル平和賞を受賞し、被爆者の

思いが世界に広まりつつあります。その一方で、今世界では自国第一主義が台頭し、

核兵器の近代化が進められるなど、各国間に東西冷戦期の緊張関係が再現しかねな

い状況にあります。

同じく20歳だった別の被爆者は訴えます。「あのような惨事が二度と世界に起こら

ないことを願う。過去の事だとして忘却や風化させてしまうことがあっては絶対に

ならない。人類の英知を傾けることで地球が平和に満ちた場所となることを切に

願う。」人類は歴史を忘れ、あるいは直視することを止めたとき、再び重大な過ち

を犯してしまいます。だからこそ私たちは「ヒロシマ」を「継続」して語り伝えな

ければなりません。核兵器の廃絶に向けた取組が、各国の為政者の「理性」に基づ

く行動によって「継続」するようにしなければなりません。
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核抑止や核の傘という考え方は、核兵器の破壊力を誇示し、相手国に恐怖を与える

ことによって世界の秩序を維持しようとするものであり、長期にわたる世界の安全

を保障するには、極めて不安定で危険極まりないものです。為政者は、このことを

心に刻んだ上で、NPT（核不拡散条約）に義務づけられた核軍縮を誠実に履行し、

さらに、核兵器禁止条約を核兵器のない世界への一里塚とするための取組を進めて

いただきたい。

私たち市民社会は、朝鮮半島の緊張緩和が今後も対話によって平和裏に進むことを

心から希望しています。為政者が勇気を持って行動するために、市民社会は多様性

を尊重しながら互いに信頼関係を醸成し、核兵器の廃絶を人類共通の価値観にして

いかなければなりません。世界の7,600を超える都市で構成する平和首長会議は、

そのための環境づくりに力を注ぎます。

日本政府には、核兵器禁止条約の発効に向けた流れの中で、日本国憲法が掲げる崇

高な平和主義を体現するためにも、国際社会が核兵器のない世界の実現に向けた対

話と協調を進めるよう、その役割を果たしていただきたい。また、平均年齢が82歳

を超えた被爆者をはじめ、放射線の影響により心身に苦しみを抱える多くの人々の

苦悩に寄り添い、その支援策を充実するとともに、「黒い雨降雨地域」を拡大する

よう強く求めます。

本日、私たちは思いを新たに、原爆犠牲者の御霊に衷心より哀悼の誠を捧げ、被爆地

長崎、そして世界の人々と共に、核兵器廃絶と世界恒久平和の実現に向けて力を尽

くすことを誓います。

平成30年（2018年） 8月 6日

広島市長 松 井 一 實
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平和への誓い
人間は、美しいものをつくることができます。
人々を助け、笑顔にすることができます。
しかし、恐ろしいものをつくってしまうのも人間です。

昭和20年（1945年）8月6日 午前 8時15分。
原子爆弾の投下によって、街は焼け、たくさんの命が奪われました。
「助けて。」と、泣き叫びながら倒れている子ども。
「うちの息子はどこ。」と、捜し続けるお父さんやお母さん。
「骨をもいでください。」と頼む人は、皮膚が垂れ下がり、腕の肉が無い姿でした。
広島は、赤と黒だけの世界になったのです。

73年が経ち、私たちに残されたのは、
血がべっとりついた少女のワンピース、焼けた壁に記された伝言。
そして今もなお、遺骨の無いお墓の前で静かに手を合わせる人。
広島に残る遺品に思いを寄せ、今でも苦しみ続ける人々の話に耳を傾け、
今、私たちは、強く平和を願います。

平和とは、自然に笑顔になれること。
平和とは、人も自分も幸せであること。
平和とは、夢や希望をもてる未来があること。

苦しみや憎しみを乗り越え、平和な未来をつくろうと懸命に生きてきた広島の人々。
その平和への思いをつないでいく私たち。
平和をつくることは、難しいことではありません。
私たちは無力ではないのです。
平和への思いを折り鶴に込めて、世界の人々へ届けます。
73年前の事実を、被爆者の思いを、
私たちが学んで心に感じたことを、伝える伝承者になります。

平成30年（2018年） 8月6日
こども代表

広島市立牛田小学校6年 新開 美織
しんかい み おり

広島市立五日市東小学校6年 米廣 優陽
よねひろ ゆう ひ

CommitmenttoPeace
August6,2018

Peoplecanmakebeautifulthings.
Peoplecanhelpandmakeeachothersmile.
Butpeoplealsomaketerrifyingthings.
1945,August6,8:15am.
Withthedroppingoftheatomicbomb,thecityburned,andmanylivesweretaken.
“Help!”thefallenchildrenwail.
“Where’smyson?”asksearchingmothersandfathers.
“Pleasetakemybones,too,”begsawomanwithdanglingskinbutnofleshonherarm.
Hiroshimahadbecomeaworldofredandblack.
After73years,lefttousare
agirl’sblood-soakeddressandaburntwallofscrawledmessages.
Andpeopleevennowprayingquietlyatemptygraves.
ThinkingofthingsthedeadleftinHiroshima,welistentosomestillinpain.
Wewantpeacenow,sobadly.
Peaceisbeingabletosmilenaturally.
Peaceiseveryoneandyourselfbeinghappy.
Peaceisafuturewithhopesanddreams.
Risingabovesufferingandhate,Hiroshima’speopleworkedhardtobuildapeacefulfuture.
Wearetheonestakingupthatdesireforpeace.
Buildingpeaceisnodifficulttask.
Wearenotwithoutpower;
Wefoldourdesireintopapercranesandgivethemtotheworld.
Learningwhathappened73yearsagoandhowthehibakushafeel,
whatwelearnandfeelinourheartswe’llpasson.

Children’sRepresentatives:
MioriShinkai(6thgrade,HiroshimaCityUshitaElementarySchool)
YuhiYonehiro(6thgrade,HiroshimaCityItsukaichi-higashiElementarySchool)
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JR大井町駅前

JR西大井駅前

「平和の誓い」像

カンナの花

非核平和都市品川宣言文

誓いの灯
ともしび

「誓いの灯」の
説明文

ともしび


